
伝
説
か
ら
新
説
へ

城
の
山
古
墳第６次調査報告

時
　
代

原始時代古墳時代飛鳥時代奈良時代
平安時代末期～
戦国時代

現　　代

西
　
暦

縄
文
時
代
～
弥
生
時

代
（
１
万
５
千
年
前

か
ら
２
５
０
０
年

前
）

２
０
０
年
～

（
約
１
７
０
０
年
前
）

６
４
７
年

６
４
８
年

６
６
８
年

（
約
１
４
０
０
年
前
）

７
３
６
年

（
１
３
０
０
年
前
）

　
世
紀

１１１
１
８
１
年
～

１
２
０
１
年

（
約
８
０
０
年
前
）

１
９
９
７
年

２
０
０
５
年

２
０
０
６
年

２
０
１
０
年

２
０
１
０
年

２
０
１
２
年

で
 き
 ご
 と

櫛
形
山
麓
周
辺
に
人
が
住
み
つ
き
、
稲

を
作
り
始
め
る

城
の
山
古
墳
築
造
（
４
世
紀
前
半
）

周
辺
に
は
集
落
が
あ
り
農
耕
を
し
て
い

た淳
足
柵

磐
舟
柵

「
越
の
国
か
ら
燃
え
る
水
献
上
」と
日
本

書
紀
に
記
載

乙
宝
寺
が
建
築
さ
れ
る

奥
山
荘
立
荘

板
額
御
前
が
活
躍

奥
山
荘
に
三
浦
和
田
氏
入
部
、
戦
国
時

代
ま
で
武
士
団
活
躍

:

第
１
次
調
査
 

堀
の
調
査

:

第
２
次
調
査
 

墳
頂
部
の
調
査

▼
一
籠
山
（
大
塚
山
）
が
日
本
海
側
最

北
の
前
期
古
墳
「
城
の
山
古
墳
」
と

判
明

:

第
３
次
調
査
 

墳
丘
周
辺
の
調
査

:

第
４
次
調
査
 

墳
丘
の
構
築
方
法
、
埋

葬
部
分
の
確
認

:

第
５
次
調
査
 

墳
丘
裾
の
確
認

:

第
６
次
調
査
 
墓
杭
の
再
確
認
、
棺
内

の
調
査

～

●
城
の
山
古
墳
の
主
な
歴
史
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内
市
教
育
委
員
会
で
は
、地
権
者
お
よ
び
新
潟
県
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、今
年
の
４
月

中
旬
よ
り
胎
内
市
大
塚
地
内
に
所
在
す
る
城
の
山
古
墳
の
第
６
次
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
初
は
、棺
内
の
一
部
の
調
査
予
定
で
し
た
が
、遺
物
が
連
続
す
る
こ
と
か
ら
方
針
を
変
え
、文
化
庁

の
承
認
の
後
、棺
内
全
部
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
籠
山
・
大
塚
山
と
呼
ば
れ
大
男（
市
報
た
い
な
い
２
０
１
２
．６
．
　
号
掲
載
）に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
伝
説
と
し

１５

て
親
し
ま
れ
て
き
た
小
山
で
す
。ぜ
ひ
こ
の
成
果
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

古墳は東西に４１洲、南北に３５洲、高さ約５洲
の楕円形の円墳。（県内３番目の大きさ）
山頂から約1.5洲の深さに、長さ８洲、幅1.4
洲～1.6洲の木棺が埋められていた。
前期古墳としては日本海側最北の古墳。

古墳の概要

翡翠製勾玉１点、緑色 凝  灰  岩 製 管  玉 ８点、 硝  子 
ぎょう かい がん くだ たま がら す

製小玉１１３点
玉　製　品

大刀１点（６７就）、槍もしくは剣１点（４５就、
 鞘 遺存）、鉄製 刀  子 １点、 鉇 １点、鉄斧２点、
さや とう す やりがんな

その他鉄片多数、銅鏡１面（径約１０就、鏡箱と
思われる物に入るため種類不明）、 有 稜  系 柳  葉 

ゆうりょう りゅう よう

 形  銅  鏃 ６点（各口巻・筈側の漆膜遺存）
けい どう ぞく

金属製品

弓２張（１点は黒色系漆塗膜、１点は赤色系漆塗
で木質遺存）、靫１点（矢を入れる箱、約１２０就
以上）、繊維製品２点と思われる物（約１２０就
×６０就）、漆塗製品３点ほか漆塗膜片多数、木の
痕跡４カ所、骨１片（周囲に朱）

有機質製品

　出土遺物は、1,700年近くも地中あり劣化しております。
　今後、樹脂等で保存処理をした後公開する予定です。

国分尼塚古墳
（石川県七尾市）

大和政権の影響範囲
が北へ約 250 キロ伸
びる発見となった。

胎内市
城の山古墳

胎城学
大
和
政
権
の
北
限
が
書
き
換

え
ら
れ
る
発
見
を
喜
び
熱
く

語
る
小
野
教
育
長

当
時
の
軍
事
的
防
御
施
設
・
政
庁

の
こ
と
）
な
ど
よ
り
も
３
０
０
年

以
上
前
に
中
央
政
権
の
拠
点
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
出
土
し
た
副
葬
品
の
 翡
 
ひ

 翠
 製
の
 勾
  玉
 や
有
機
質
製
の
 靫
 な

す
い
 

ま
が
 た
ま
 

ゆ
き

ど
は
工
芸
的
に
も
優
れ
て
お
り
全

国
の
前
期
古
墳
の
基
準
と
な
り
う

る
重
要
な
出
土
と
な
り
ま
し
た
。

周
囲
の
遺
物
な
ど
も
豊
富
で
葬
送

儀
礼
の
工
程
な
ど
当
時
を
知
る
貴

重
な
発
見
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ほ
場
整
備
事
業
や
高
速
道
路
建

築
時
な
ど
の
発
掘
調
査
で
、
既
に

城
の
山
古
墳
周
辺
に
は
集
落
の
跡

や
農
耕
の
形
跡
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
今
後
、
当
時
の

中
央
政
権
が
あ
っ
た
畿
内
か
ら
見

た
北
辺
や
古
墳
自
体
の
意
味
合
い

を
解
明
す
る
手
掛
か
り
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　
も
と
よ
り
、古
墳
と
は
 畿
  内
 ・大

き
 な
い

和
政
権
と
同
盟
関
係
を
結
ぶ
こ
と

で
築
造
が
許
さ
れ
て
い
た
墓
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
調
査
で
発
見

し
た
副
葬
品
の
数
々
は
、
中
央
政

権
の
あ
っ
た
畿
内
（
現
在
の
奈
良

県
周
辺
）
の
古
墳
と
共
通
し
て
い

る
こ
と
か
ら
大
和
政
権
と
強
い
つ

な
が
り
の
あ
る
人
物
の
墓
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
同
様
の
副
葬
品
の
組
み
合
わ
せ

が
出
土
し
た
の
は
、
日
本
海
側
で

は
石
川
県
七
尾
市
の
国
分
尼
塚
古

墳
が
最
北
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
北
限
が
一
気
に
北
へ
約

２
５
０
キ
ロ
ほ
ど

伸
び
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
古
墳
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
は
、

文
献
な
ど
で
判
明

し
て
い
た
 渟
  足
  柵
 

ぬ
 た
り
 の
き

や
 磐
  舟
  柵
 （
柵
と

い
わ
 ふ
ね
 の
き

は
城
柵
の
意
味
で

調
査
結
果
報
告

の
山
古
墳
の
発
掘
に
つ
い

て
は
１
９
９
７
年
か
ら
行

っ
て
お
り
今
回
で
６
回
目
の
調
査

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
調

査
で
一
籠
山
は
日
本
海
側
最
北
の

前
期
古
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

て
い
ま
し
た
が
、
城
の
山
古
墳
の

棺
構
造
な
ど
を
紐
解
く
の
が
今
回

の
調
査
の
目
的
で
し
た
。
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①
②

③

④

⑤
⑥

⑦
⑨

⑧

⑩
⑪ ⑫

⑬

⑬

⑬

⑬

舟 形 木 棺

溝

繋罫．１,７００年前に作られたとされる城の
山古墳の外見写真。色のついた個所から
出土があった。茎．９月６日に行われた
記者会見の様子。多くの報道陣が集まっ
た。荊蛍.木棺部分を掘り出した様子。
臼 鉇 と鉄斧渦

やりがんな

 刀子 嘘槍？唄大刀と銅鏡
とうす

欝ガラス玉蔚朱鰻人体埋葬推定位置姥 勾 
まが

 玉 ・
たま

 管  玉 厩弓矢浦繊維製品瓜鉄斧閏
くだ たま

 靫 噂
ゆき

木質　計.③槍？（右下）と唄大刀と銅鏡
（左上）詣.１１３個と大量に出土した⑤ガラ
ス玉。警.まだ赤さを残す厩弓矢。

第６次発掘調査部分

歴
史
文
化
体
験

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
情
報

 日
本
最
古
の
燃
水
　

　
　
　
　
　
　
体
験
イ
ベ
ン
ト

●
と
　
き
　
　
月
　
日
㈯

１０

１３

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ
　
シ
ン
ク
ル
ト
ン
記
念
館

　
　
西
暦
６
６
８
年
、「
日
本
書

紀
」
に
「
越
の
国
か
ら
燃
え
る

水
献
上
」
と
あ
る
の
は
胎
内
市

黒
川
と
い
わ
れ
、
国
史
跡
「
 臭
 

く
そ
う

 水
  油
  坪
 跡
」と
し
て
整
備
さ
れ

ず
 
あ
ぶ
ら
 つ
ぼ

て
い
ま
す
。
当
日
は
石
油
の
採

油
体
験
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　 縄
文
古
代
体
験
 

　
　
　
　
　
縄
文
人
に
な
ろ
う

●
と
　
き
　
　
月
　
日
㈯

１０

２７

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

●
と
こ
ろ
　
黒
川
郷
土
文
化
伝
習
館

　
　
縄
文
人
の
衣
装
を
着
て
、
弓

矢
、
火
起
し
、
勾
玉
づ
く
り
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　 城
の
山
古
墳
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
と
　
き
　
平
成
　
年
３
月
３
日
㈰

２５

●
と
こ
ろ
　
産
業
文
化
会
館

　
　
大
変
貴
重
な
古
墳
で
あ
る

こ
と
を
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
分
か
り

や
す
い
言
葉
で
語
っ
て
も
ら
い

解
説
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
胎
内
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
内
線
２
３
２
５
）

８

６

７

５ ４

３ ２ １

携 敬恵恵 携 敬恵恵恵恵 携 敬恵恵恵恵
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塚
地
内
に
て
、
９
月
８
、
９

日
と
一
般
公
開
に
約
２
０

０
０
人
の
市
内
外
か
ら
の
方
が
来

跡
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
今
こ
の
古
墳
は
各
方
面
か
ら

大
き
な
注
目
・
脚
光
を
集
め
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
は
大
和
政
権
が
新
潟
県
の

北
部
ま
で
権
力
を
伸
ば
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、

副
葬
品
の
貴
重
さ
や
種
類
が
他
の

古
墳
と
比
べ
て
非
常
に
豪
華
だ
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　
▼
他
の
古
墳
の
副
葬
品
に
多
く

見
ら
れ
た
三
角
緑
神
獣
鏡
が
な

か
っ
た
点
や
、
▼
副
葬
品
の
数
量

な
ど
か
ら
見
た
他
地
域
の
古
墳
と

の
関
係
、
▼
副
葬
品
の
配
置
の
違

い
が
示
す
意
味
、
▼
古
墳
を
作
る

際
の
土
は
ど
こ
か
ら
運
ん
だ
の
か

な
ど
多
く
の
謎
を
生
み
、
よ
り
一

層
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
胎
内
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今

後
整
理
作
業
を
通
じ
本
古
墳
の
学

術
的
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
思
い
出
の
あ
る
一
籠

山
（
大
塚
山
）
を
保
ち
な
が
ら
史

的
遺
産
と
し
て
公
開
・
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
胎
内
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
内
線
２
３
２
５
）

軽.唄大刀と銅鏡。拡大写真１：銅鏡の
アップ。頚.姥勾玉・管玉。翡翠製の勾玉
は透明度が高く光が透けるほど綺麗なも
のです。鶏．浦繊維製品瓜鉄斧閏靫。菱
形模様がついた靫が発見されたのは全国
で５例目と貴重なものであった。拡大写
真２：靫のアップ。保存状態がよく当時
の模様が鮮明に残っていた。拡大写真
３：雨繊維製品に伴う脇板と卯鉄斧。芸
.９月８・９日に行われた一般公開では２
日間で約２，０００人が来場しました。　１２

拡大写真２

大

⑫

⑪
⑩

　１１

　１０

９

拡大写真１

拡大写真２

拡大写真３

拡大写真３

拡大写真１
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